
新年を迎えました。安塚分校は７日に始業式を

行い３学期が始まりました。２学期末の終業式に、

校長先生から次のような話がありました。

「この１年各自が自分の力を出し切って挑めた

かどうか振り返ってみよう。力を出し切れたか、そ

れとも言い訳をして手を抜いていたか。手を抜くの

は、出し切った結果が伴わないと恥ずかしい思い

をするからか。全力で挑んで望み通りの結果を出

すことはそうそうあることではなく、その場合、いや

おうなく自分の弱い部分と向き合うことになる。恥 直峰城址から安塚を臨む

ずかしい思いもするかもしれない。しかし、そこから 右下に安塚分校体育館が見えます

工夫が生まれる。その過程の繰り返し、そこで壁を破るきっか

けがつかめる。今、あなたたちは成長の時、来年に向けて、ぜ

ひ全力で挑める何かを見つけてほしい。」

暦の区切りで、古来より人は思いを新たにし、その年の抱

負などを考えてきました。安塚分校の生徒も今後の目標を掲

げ、それを掲示し、取り組んでいるところです〔右写真〕。新型

コロナウイルス感染症に関して第６波が到来し、引き続き対策

が求められている年明け早々ですが、この壁も乗り越え、健

康で安心できる一年になればと期待しております。

保護者、地域の皆様におかれましても、健康に留意されよき
２年生教室より

１年となりますよう、お祈り申し上げます。今後とも御協力よろしくお願いいたします。

球技大会 １２月２４日

２学期末の終業式のあと、新生徒会役員による最初の行事、球技大会を半日行いました。バドミントンに

バスケットボール、最後はドッジボールと３種目、全員参加です。普段教室で見せる姿とは異なる一面を体

育館で発揮していました。ある者ははつらつと、ある者は優しく声を掛け合い体を動かしていました。

「運営がうまくいかなくて大変だったけれど、楽しくできてよかったです。このあともいろいろな行事が予定

されていますが、楽しくやりたいです。」 （髙澤新生徒会長のことば）

うまくいかないと思えた経験こそ財産のように思えます。１年生から３年生まで、伸び伸び楽しんでいた

姿を見ると、生徒会長の自己評価ほど悪くはない運営だったと感じられました。

運営にあたった生徒会の皆さん（左）と球技大会の様子（中、右）

高田高校安塚分校だより

直峰通信
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エキシビションの教職員チームと２年生チーム（左） ドッジボール後の１年生の様子（右）

安塚分校でのＩＣＴ活用

生徒１人１台の端末と高速大容量の通信ネットワークを整備し、

多様な子供達を誰一人取り残すことなく、公正で個々に合った創

造性を育む教育を持続的に実現させる構想･･･「ＧＩＧＡスクール

構想」が小、中、高等学校で進められています。安塚分校では２０

台のタブレット端末が配備されており、授業では１人１台を使用して

の学習活動が可能です。２学期では県の研修の一環として、各教

科の授業でタブレットや電子黒板等、ＩＣＴ機器を利用して、生徒の

思考や理解を深める取組を行いました。〔右写真〕

国語では、画面共有できるスライドを利用

して、無や逆説といった抽象的な言葉につい

て、生徒が他の生徒の作品を参照しながら、

自分の言葉と画像でまとめ、本文の理解を

深める取組を行いました。難しい概念でも、

それについて提出された他の生徒の作品を

自由に閲覧することができ、多角的な見方

でその概念を捉えられ、文章のより深い理解

につながります。また、自分の言葉で考える

ことで、学習を主体的に進めることができまし
国語（現代文）での生徒作成のレポート

た。他の生徒の回答を閲覧しながら学ぶ方法
生徒は端末画面から他の生徒の作品を閲覧できます

は数学でも採られています。歴史ではイスラム教の礼拝の様子を、理科ではドライアイスの変化の様子や

超臨界状態など実際に行うことが難しい実験の様子を動画で学びました。英語では生徒一人一人が教

材についてのプレゼンテーションをタブレット端末を使い行いました。

小、中学校で学んだ生徒たちが高等学校でも切れ目なくタブレット端末等を活用し学んでいけるよう、

教職員全体でＩＣＴの効果的な活用を進めていきたいと考えております。

３学期行事予定

１月２１日（金）～２６日（水） ３学年学年末考査 ２月２６日（土） 「灯の回廊」

２８日（金） １，２年スノーボード実習 キャンドルロード参加

（キューピットバレイ） ３月４日（金） 卒業式

２月１５日（火） ２学年修学旅行保護者説明会(16:30～) ９日（水）～１３日（土） ２年修学旅行

１７日（木）～２２日（火） １、２年学年末考査 １７日（木） スケート実習

２２日（火） ＰＴＡ役員会(17:30～) （リージョンプラザ上越）

２５日（金） １，２年学校スキー （同上） １８日（金） 終業式
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